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[2] Exoplanet Transit Database, http://var2.astro.cz/ETD/
[3] Open Exoplanet Catalogue. http://www.openexoplanetcatalogue.com/
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	我々は西はりま天文台「ひらめきときめきサイエンス2016」に参加し、太陽系外惑星HATP-16bのトランジット観測と解析を体験した。解析結果はあまり良いとは言えなかったが、この体験により太陽系外惑星について興味を持った。再び太陽系外惑星の解析をしたいと考えていたところ、美星天文台から太陽系外惑星Kepler-17bの2016年9月2日の観測データをいただいた。Kepler-17bのトランジット検出には0.01等級程度の精度が要求される。我々は美星天文台データの測光解析を行い、Kepler-17bの...
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	図２はKepler17と参照星２の測光解析によって得た光度曲線である。図２より通常時のcount値の惑星と参照星２の比率は0.201、トランジット時のcount値の惑星と参照星２の比率は0.197、恒星通過時間は約2時間20分ということが分かる。通常時の惑星と参照星２のcount値の比を𝐿、トランジット時の惑星と参照星２のcount値の比を,𝐿-′.とすると減光率 𝑖 は 𝑖=1−,, -,𝐿-′..-𝐿.
	により算出でき、2.0％となる。また、通常時とトランジット時の視等級の差 𝛥𝑚 はポグソンの法則
	𝛥𝑚=2.5log,𝐿-,𝐿-′..
	より0.022等級となる。木星基準の惑星の半径を,𝑅-𝑃.、太陽基準の恒星の半径をR、太陽半径を,𝑅-𝑆.、木星半径を,𝑅-𝐽.とし、周辺減光を考慮しない簡単化をすると、惑星の半径は
	,𝑅-𝑃.=,𝑅×,𝑅-𝑆.×,𝑖.-,𝑅-𝐽..
	となる。文献[3]より𝑅=1.05 [,𝑅-𝑆𝑈𝑁.]、また、太陽半径,𝑅-S.=6.960×10⁸ [m]、木星半径,𝑅-𝐽.=7.15×,10-7. [m]を代入すると惑星の半径1.5 [,𝑅-𝐽.]が算出できる。文献[2]と[3]よりKepler17-bの通常時とトランジット時の視等級の差は0.0213等級、半径は1.33 [,𝑅-𝐽.]なので、比較的近い結果が得られた。
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